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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
リソース割り当てを無線端末で受信する方法であって、
　前記無線端末宛のデータを伝送する割り当てリソースエレメントセットの情報を提供す
る制御メッセージを受信すること、
　前記割り当てリソースエレメントセット内の特定タイプの１以上のリソースエレメント
の第１のセットに対応する指示を受信することであって、
　　前記特定タイプの１以上のリソースエレメントの第１のセットの位置は、前記指示に
基づいて、前記無線端末を担当するセルに対応する既知の参照信号パターンを周波数領域
または時間領域においてシフトすることにより取得され、
　　前記既知の参照信号パターンは、１以上のリソースエレメントの第２のセットを含み
、
　　前記指示は、前記割り当てリソースエレメントセットの情報を提供する前記制御メッ
セージ内の追加フィールドに対応する、前記指示を受信すること、
　前記特定タイプの１以上のリソースエレメントの第１のセットと、前記１以上のリソー
スエレメントの第２のセットとに関連するリソースエレメントを除く前記無線端末宛のデ
ータを伝送するリソースエレメント群を取得すること、
　前記無線端末宛のデータを伝送するリソースエレメント群を取得することに基づいて、
前記無線端末宛のデータを伝送するリソースエレメント群を復号化することを備える、方
法。
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【請求項２】
前記割り当てリソースエレメントセットは、直交周波数分割多重システムにおける１つ以
上のシンボルに含まれるサブキャリアセットに対応する、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
前記特定タイプの前記リソースエレメントは、前記無線端末宛の情報データシンボルを全
く含んでいないリソースエレメントである、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
前記特定タイプの前記リソースエレメントに対応する前記指示は、参照シンボル及びデー
タシンボルを前記特定タイプの少なくとも１つのリソースエレメントに重畳する指示に対
応する、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
前記特定タイプの前記リソースエレメントに対応する前記指示は、１つ以上のセルからの
信号送信を、前記特定タイプの少なくとも１つのリソースエレメントで全く行なわない指
示に対応する、請求項１に記載の方法。
【請求項６】
前記特定タイプの前記リソースエレメントに対応する前記指示は、前記特定タイプのリソ
ースエレメントを全く設定しない指示に対応する、請求項１に記載の方法。
【請求項７】
前記特定タイプの前記リソースエレメントに対応する前記指示は、前記無線端末が認識す
るパターンセット内の１つのパターンのインデックスに対応する、請求項１に記載の方法
。
【請求項８】
データリソースエレメントマッピングを信号伝達する方法であって、
　無線端末宛のデータを伝送する割り当てリソースエレメントセットの情報を提供する制
御メッセージを送信すること、
　前記割り当てリソースエレメントセット内の特定タイプの１以上のリソースエレメント
の第１のセットに対応する指示を直交周波数分割多重システム内で送信することであって
、
　　前記特定タイプの１以上のリソースエレメントの第１のセットの位置は、前記指示に
基づいて、前記無線端末を担当するセルに対応する既知の参照信号パターンを周波数領域
または時間領域においてシフトすることにより取得され、
　　前記既知の参照信号パターンは、１以上のリソースエレメントの第２のセットを含み
、
　　前記指示は、前記割り当てリソースエレメントセットの情報を提供する前記制御メッ
セージ内の追加フィールドに対応する、前記指示を送信すること、
　前記特定タイプの１以上のリソースエレメントの第１のセットと、前記１以上のリソー
スエレメントの第２のセットとに関連するリソースエレメントを除く前記無線端末宛のデ
ータを伝送するリソースエレメント群を取得すること、
　データ変調シンボル群を前記割り当てリソースエレメントセットに前記指示に基づいて
マッピングすることを備える、方法。
【請求項９】
前記特定タイプの前記リソースエレメントに対応する前記指示は、前記無線端末宛の情報
データシンボルを全く含んでいないリソースエレメントの指示に対応する、請求項８に記
載の方法。
【請求項１０】
前記特定タイプの前記リソースエレメントに対応する前記指示は、前記特定タイプの少な
くとも１つのリソースエレメントの位置に対応する、請求項９に記載の方法。
【請求項１１】
前記特定タイプの前記少なくとも１つのリソースエレメントの前記位置は、前記無線端末
における既知の参照信号パターンに対するオフセットを表わす値によって指示される、請
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求項１０に記載の方法。
【請求項１２】
無線端末であって、
　無線端末宛のデータを伝送する割り当てリソースエレメントセットの情報を提供する制
御メッセージを受信するように構成され、かつ前記割り当てリソースエレメントセット内
の特定タイプの１以上のリソースエレメントの第１のセットに対応する指示を受信するよ
うに構成されるトランシーバであって、前記特定タイプの１以上のリソースエレメントの
第１のセットの位置は、前記指示に基づいて、前記無線端末を担当するセルに対応する既
知の参照信号パターンを周波数領域または時間領域においてシフトすることにより取得さ
れ、前記既知の参照信号パターンは、１以上のリソースエレメントの第２のセットを含み
、前記指示は、前記割り当てリソースエレメントセットの情報を提供する前記制御メッセ
ージ内の追加フィールドに対応する、前記トランシーバと、
　前記トランシーバに接続されるプロセッサと、を備え、
　前記プロセッサは、前記無線端末の動作を制御するように構成され、
　前記プロセッサは、前記特定タイプの１以上のリソースエレメントの第１のセットと、
前記１以上のリソースエレメントの第２のセットとに関連するリソースエレメントを除く
前記無線端末宛のデータを伝送するリソースエレメント群を取得し、前記無線端末宛のデ
ータを伝送するリソースエレメント群を取得することに基づいて、前記無線端末宛のデー
タを伝送するリソースエレメント群を復号化するように構成される、無線端末。
【請求項１３】
前記割り当てリソースエレメントセットは、直交周波数分割多重システムにおける１つ以
上のシンボルに含まれるサブキャリアセットに対応する、請求項１２に記載の無線端末。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本開示は概して、無線通信に関するものであり、特に直交周波数分割多重（ＯＦＤＭ）
無線通信システムにおける信号伝達のデータマッピングに関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　無線ＯＦＤＭ通信システムでは、単一のＯＦＤＭシンボルは、複数の周波数サブキャリ
アから成る。データ変調シンボル群は、これらのサブキャリアに直接マッピングされる。
これらのサブキャリアのうちの幾つかが参照シンボル／パイロットシンボルのために予約
されて、ユーザ機器（ＵＥ）における復調を容易にすることができる。更に、全ての利用
可能なサブキャリアを、サブキャリアセット群またはサブキャリアグループ群に細かく分
割することにより、ユーザ群への割り当てを、少ない信号伝達のオーバーヘッドで行なう
ことができる。
【０００３】
　第３世代パートナーシッププロジェクト（３ｒｄ Ｇｅｎｅｒａｔｉｏｎ　Ｐａｒｔｎ
ｅｒｓｈｉｐ　Ｐｒｏｊｅｃｔ:３ＧＰＰ）ロングタームエボリューション（Ｌｏｎｇ　
Ｔｅｒｍ　Ｅｖｏｌｕｔｉｏｎ：ＬＴＥ）のような通常のＯＦＤＭ利用システムでは、１
４個の連続するＯＦＤＭシンボルから成るブロックは、サブフレームと表記される。これ
らのＯＦＤＭシンボルの各々における各サブキャリア位置は、リソースエレメント（ｒｅ
ｓｏｕｒｃｅ　ｅｌｅｍｅｎｔ：ＲＥ）と表記されるが、その理由は、単一のデータ変調
シンボルをこのようなリソースエレメントにマッピングすることができるからである。リ
ソースブロック（ＲＢ）はＲＥブロックとして定義され、当該ＲＥブロックは、１スロッ
トの１２個の連続するサブキャリア周波数位置、及び７個のシンボルから成るセットから
構成される。各サブフレームは２個のスロット、従って１４個のシンボルから形成される
。１ユーザに割り当てられる最小リソース単位は、合計で２ｘ１２ｘ７個のＲＥのための
１サブフレーム内の２個のスロットに対応する２個のＲＢである。
【０００４】
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　当該ＲＢ内のＲＥ群の幾つかを制御チャネル機能群のために予約することができ、幾つ
かのＲＥの位置がＵＥに認識される。本開示は更に詳細には、当該ＲＢのデータ伝送部分
に関するものである。これは、例えばＲｅｌｅａｓｅ－８　ＬＴＥにおける物理データ共
有チャネル（Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｄａｔａ　Ｓｈａｒｅｄ　Ｃｈａｎｎｅｌ：ＰＤＳＣＨ
）と表記される。本明細書の残りの部分におけるＲＥ群は、ＲＢ群のこのようなデータ伝
送部分におけるＲＥ群を指している。
【０００５】
　１つのＲＢにおけるＲＥ群の幾つかを参照シンボル群（ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ　ｓｙｍｂ
ｏｌｓ：ＲＳｓ）（パイロット群とも表記される）のために予約して、当該ＵＥにおける
復調及び他の測定を容易にする。これらの参照シンボルは、Ｒｅｌｅａｓｅ－８　ＬＴＥ
に規定されているように、２つのタイプに更に分けることができる。第１タイプは、セル
固有参照シンボル群（ｃｅｌｌ－ｓｐｅｃｉｆｉｃ　ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ　ｓｙｍｂｏｌ
ｓ：ＣＲＳ）であり、これらの参照シンボルは、セル固有であり、かつ全てのユーザに「
共通」であり、そしてＲＢ群の全てで送信される。ＣＲＳは、トランスミッタの実際の物
理アンテナ群に対応させる必要があるか、または対応させなくてもよいが、ＣＲＳは、１
つ以上の物理アンテナ「ポート」、または１つ以上の仮想アンテナ「ポート」のいずれか
に関連付けられる。
【０００６】
　第２タイプは、ユーザ固有参照シンボル群または専用参照シンボル群（ｄｅｄｉｃａｔ
ｅｄ　ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ　ｓｙｍｂｏｌｓ：ＤＲＳ）であり、これらの参照シンボルは
、ユーザ固有であり、従って、当該ユーザにのみ適用することができ、そして当該ユーザ
に割り当てられるＲＢで割り当てられる。更に、ＤＲＳは通常、「プリコード化」ＲＳま
たはビーム形成ＲＳに対応し、当該ＤＲＳをユーザが直接使用することにより、データス
トリーム群を復調することができる。
【０００７】
　参照シンボル群の位置は、ユーザ機器が、高位レイヤ構成に基づいて認識する。例えば
、送信ユニットで構成されるアンテナポート群の個数に依存するが、ユーザ機器は、全て
の構成アンテナポート群に対応する参照シンボル群の全ての位置を認識する。別の例とし
て、ユーザ機器に指示してＤＲＳを使用させる場合、ユーザは、ユーザ識別情報に応じた
ＤＲＳ位置も認識する。
【０００８】
　ユーザに割り当てられるＲＢ群でユーザ宛に送信されるデータシンボル群は、参照シン
ボル群を設定した後に、残りのＲＥセットにマッピングされる。一旦、これらのＲＳ位置
が明らかになると、ユーザ機器と送信ユニットとの間のデータマッピングの曖昧さは生じ
ない。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　システムが将来移行する場合、ユーザ固有ＲＳは、協調マルチポイント送受信（Ｃｏｏ
ｒｄｉｎａｔｅｄ　Ｍｕｌｔｉｐｏｉｎｔ　ｔｒａｎｓｍｉｓｓｉｏｎ：ＣｏＭＰ）モー
ド、及びマルチユーザ（ｍｕｌｔｉ－ｕｓｅｒ：ＭＵ）ＭＩＭＯモードのような先端マル
チ入力マルチ出力（Ｍｕｌｔｉｐｌｅ－Ｉｎｐｕｔ　Ｍｕｌｔｉｐｌｅ－Ｏｕｔｐｕｔ：
ＭＩＭＯ）モードを用いて広く使用することができる。マルチユーザＭＩＭＯ方式は、デ
ータを一人よりも多くのユーザに同じＲＢセットで同時に送信するＭＩＭＯ方式を指す。
協調マルチポイント方式は、データを一人以上のユーザに、協調スケジューリング及び協
調送受信の少なくとも一方により、１つ以上の送信ポイントから送信する方式である。こ
のような場合には、ユーザ割り当てによって、他のユーザ群及び／又は他の送信ポイント
群に対応させることができる参照シンボル群をサポートする必要があることは明らかであ
る。
【００１０】
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　これとは異なり、ＤＲＳを使用してユーザ機器において復調を行なう利点は、２つの主
要な利点を有する。ユーザの人数、送信ポイント群の個数及び識別情報などのような実際
の送信モードは、ユーザがチャネルを当該ＤＲＳに基づいて構成し直すことができる限り
、ユーザに詳細に信号伝達する必要はない。更に、これによって、送信モード（群）に対
して、より高位のレイヤによって準静的に構成する必要を伴うことなく、更に動的な変更
を加えることができるが、その理由は、ユーザに、このような構成に明示的に気付かせる
必要がないからである。
【００１１】
　しかしながら、送信ポイント群を、ＣｏＭＰ送受信を行なうために支援する義務がある
か、または参照シンボル群を、ＭＵ送信を行なう他のユーザのために設定する義務がある
ことにより、更に別の参照シンボル群をサポートする必要がある。特定タイプのリソース
エレメントを無線通信システムにおいて信号伝達する方法が必要になる。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】１つの可能な実施形態による無線通信システムを例示的に示している。
【図２】１つの可能な実施形態による無線通信ユニットの例示的な模式ブロック図である
。
【図３】１つの可能な実施形態によるＯＦＤＭ通信システムにおける異なるユーザへのリ
ソース割り当てを例示的に示している。
【図４】共通ＲＳ（ＣＲＳ）及び専用ＲＳ（ＤＲＳ）を用いるＬＴＥのＲｅｌｅａｓｅ－
８仕様に規定されているようなリソースブロック（ＲＢ）を示している。
【図５】参照シンボル群及び特定タイプのＲＥ群を用いるＬＴＥのＲｅｌｅａｓｅ－８仕
様に規定されているようなリソースブロック（ＲＢ）を示している。
【図６】ユーザ機器（ＵＥ）における動作の１つの実施形態のフローチャートである。
【図７】基地ユニットにおける動作の１つの実施形態のフローチャートである。
【図８】参照シンボルＲＥ群を用いる協調マルチポイント（ＣｏＭＰ）動作の実施形態例
、及び特定タイプのＲＥ群の例である。
【図９】参照シンボルＲＥ群を用いるマルチユーザ（ＭＵ）動作の実施形態例、及び特定
タイプのＲＥ群の例である。
【図１０】参照シンボルＲＥ群を用いるマルチユーザ（ＭＵ）動作の実施形態例、及び特
定タイプのＲＥ群の例である。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　本発明の種々の態様、特徴、及び利点は、この技術分野の当業者には、本発明に関する
以下の詳細な説明を、以下に説明される添付の図面と併せて注意深く考察することにより
一層完全に明らかになる。これらの図面は、分かり易くするために簡略化されており、そ
して必ずしも寸法通りには描かれていない。
【００１４】
　実施形態群は、特定タイプのリソースエレメントを無線通信システムにおいて信号伝達
する方法を提供する。当該方法では、無線端末において、当該無線端末宛のデータを伝送
する割り当てリソースエレメントセットの情報を提供するメッセージを受信することがで
きる。当該方法では、当該割り当てリソースエレメントセット内の特定タイプのリソース
エレメントに対応する指示を受信することができる。当該方法では、無線端末宛のデータ
を伝送するリソースエレメント群を、情報を提供する当該メッセージに基づいて、かつ当
該指示に基づいて復号化することができる。
【００１５】
　実施形態群は、特定タイプのリソースエレメントを無線通信システムにおいて信号伝達
する方法を提供する。当該方法では、データのリソースエレメントマッピングを信号伝達
することができる。当該方法では、無線端末宛のデータを伝送する割り当てリソースエレ
メントセットの情報を提供するメッセージを送信することができる。当該方法では、指示
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を、直交周波数分割多重システムにおいて送信することができ、当該指示は、当該割り当
てリソースエレメントセット内の特定タイプのリソースエレメントに対応する。当該方法
では、データ変調シンボル群を、当該割り当てリソースエレメントセットに、当該指示に
基づいてマッピングすることができる。
【００１６】
　実施形態群は無線端末を提供する。当該無線端末はトランシーバを含むことができ、当
該トランシーバは、当該無線端末宛のデータを伝送する割り当てリソースエレメントセッ
トの情報を提供するメッセージを受信するように構成され、かつ当該割り当てリソースエ
レメントセット内の特定タイプのリソースエレメントに対応する指示を受信するように構
成される。当該無線端末は、当該トランシーバに接続されるプロセッサを含むことができ
、当該プロセッサは、当該無線端末の動作を制御するように構成され、当該プロセッサは
、当該無線端末宛のデータを伝送するリソースエレメント群を、情報を提供する当該メッ
セージに基づいて、かつ当該指示に基づいて復号化するように構成される。
【００１７】
　本発明の更に別の特徴及び利点は、以下に続く記載に示され、そして記載から部分的に
明らかになる、または本発明を実施することにより習得することができる。本発明の特徴
及び利点は、添付の特許請求の範囲において具体的に挙げられる手段及び組み合わせによ
って実現され、そして達成される。本発明のこれらの特徴及び他の特徴は、以下の説明及
び添付の請求項から更に完全な形で明らかになる、または本明細書に示される本発明を実
施することにより習得することができる。
【００１８】
　本発明の種々の実施形態を以下に詳細に説明する。特定の実施形態が説明されるが、こ
の説明は例示のためにのみ行なわれることを理解されたい。関連分野の当業者であれば、
他の構成要素及び構成を、本発明の思想及び範囲から逸脱しない限り使用することができ
ることが理解できるであろう。
【００１９】
　本発明は、方法、装置、及び電子デバイスのような種々の実施形態、及び本発明の基本
コンセプトに関連する他の実施形態を含む。電子デバイスは、コンピュータ、モバイルデ
バイス、または無線通信デバイスの如何なる形態でもよい。
【００２０】
　図１では、無線通信システム１００は、１つ以上の固定基地インフラストラクチャユニ
ット１０１，１０２を含むことができ、これらのユニットが、地理的領域に敷設されるネ
ットワークを構成して、リモートユニット群と通信する。基地ユニット１０１は、アクセ
スポイント、アクセス端末、基地（ｂａｓｅ）、基地局（ｂａｓｅ　ｓｔａｔｉｏｎ）、
Ｎｏｄｅ－Ｂ（ノード－Ｂ）、ｅＮｏｄｅ－Ｂ（ｅノード－Ｂ）、Ｈｏｍｅ　Ｎｏｄｅ－
Ｂ（ホームノード－Ｂ）、Ｈｏｍｅ　ｅＮｏｄｅ－Ｂ（ホームｅノード－Ｂ）、中継ノー
ド（ｒｅｌａｙ　ｎｏｄｅ）と表記することもできるか、またはこの技術分野において使
用される他の技術用語によって表わすこともできる。１つ以上の基地ユニット１０１，１
０２はそれぞれ、ダウンリンク送信を行なう１つ以上のトランスミッタと、そしてアップ
リンク送信を受信する１つ以上のレシーバと、を備えることができる。基地ユニット１０
１，１０２は通常、１つ以上の対応する基地ユニットに通信可能に接続される１つ以上の
コントローラを含む無線アクセスネットワークの一部である。アクセスネットワークは通
常、１つ以上のコアネットワークに通信可能に接続され、これらのコアネットワークは、
他のネットワークの中でもとりわけ、インターネット及び公衆交換電話網のような他のネ
ットワークに接続することができる。アクセスネットワーク及びコアネットワークのこれ
らの構成要素、及び他の構成要素は図示されないが、この技術分野の当業者に良く、かつ
広く知られている。
【００２１】
　図１では、１つ以上の基地ユニットは、対応する担当エリア、例えばセルまたはセルセ
クタの内部の多数のリモートユニット１０３，１０４，１０５，１０６，１０７を無線通
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信リンクを介して担当することができる。リモートユニット１０３，１０４，１０５，１
０６，１０７は、固定ユニットまたは移動ユニットとすることができる。リモートユニッ
ト１０３，１０４，１０５，１０６，１０７は、加入者ユニット、移動体、移動ステーシ
ョン、ユーザ、端末、加入者ステーション、ユーザ機器（ＵＥ）、ユーザ端末、無線通信
デバイスと表記することもできるか、またはこの技術分野において使用される他の技術用
語によって表わすこともできる。リモートユニット１０３，１０４，１０５，１０６，１
０７は、１つ以上のトランスミッタと、１つ以上のレシーバと、を含むことができる。図
１では、基地ユニット１０１は、ダウンリンク通信信号を送信して、時間領域、周波数領
域、及び空間領域のうちの少なくとも１つでリモートユニット１０３，１０５，１０７を
担当することができる。リモートユニット１０３，１０５，１０７は、基地ユニット１０
１とアップリンク通信信号を介して通信することができる。リモートユニット１０４，１
０６は、基地ユニット１０２及び基地ユニット１０１のうちの少なくとも１方と通信する
ことができる。基地ユニット１０１は、リモートユニット１０３，１０５，１０７の担当
セル、または被接続セル、或いはアンカーセルと表記されることがあり、それに応じて、
基地ユニット１０２は、リモートユニット１０４，１０６のアンカーセルと表記される。
リモートユニット１０３，１０４，１０５，１０６，１０７は、半二重（ｈａｌｆ　ｄｕ
ｐｌｅｘ：ＨＤ）トランシーバまたは全二重（ｆｕｌｌ　ｄｕｐｌｅｘ：ＦＤ）トランシ
ーバを有することができる。半二重トランシーバは、送信及び受信を同時に行なうことが
ないのに対し、全二重トランシーバは、送信及び受信を同時に行なう。これらのリモート
ユニットは、これらの基地ユニットと中継ノードを介して通信することができる。従来の
如く、シングルポイント動作は、アンカー基地ユニット（例えば１０１）がデータを、当
該基地ユニットが担当するリモートユニット（例えば、この場合における１０３，１０５
，１０７）に送信するときに行なわれる。マルチユーザ方式では、このような基地ユニッ
ト１０１はデータを、無線経由で、かつ同じＲＥ／ＲＢセットで、二人以上のユーザ１０
３，１０５，１０７に同時に送信することができる。協調マルチポイントＭＩＭＯ（Ｃｏ
ＭＰ）動作では、２つ以上の隣接基地ユニット１０１，１０２は、１つ以上のユニット１
０３，１０４，１０５，１０６，１０７に対して、協調することにより個々のユーザに送
信すべきデータを同時に送信し、そして干渉チャネル関連情報を考慮に入れることができ
る。このような場合においては、１つのリモートユニットは制御情報を、当該リモートユ
ニットのアンカー基地ユニットとの間で授受し、かつ他の基地ユニット群からの送信を受
信することができる。当該リモートユニットは、このような協調送信の正確な詳細／パラ
メータに部分的に、または全く認識（検出）できない可能性がある。
【００２２】
　１つの実施形態では、無線通信システムは、発展型ユニバーサルモバイルテレコミュニ
ケーションズシステム（Ｅｖｏｌｖｅｄ　Ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　Ｍｏｂｉｌｅ　Ｔｅｌｅ
ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎｓ　Ｓｙｓｔｅｍ：ＵＭＴＳ）地上無線アクセス（Ｔｅｒｒ
ｅｓｔｒｉａｌ　Ｒａｄｉｏ　Ａｃｃｅｓｓ：ＥＵＴＲＡ）またはＲｅｌｅａｓｅ－８（
Ｒｅｌ－８）　３ＧＰＰ　ＬＴＥ、或いは当該ＬＴＥの幾つかの次世代版（例えば、Ｒｅ
ｌｅａｓｅ－１０またはＬＴＥ－Ａｄｖａｎｃｅｄ（ＬＴＥの次世代版））とも表記され
る第３世代パートナーシッププロジェクト（３ＧＰＰ）ユニバーサルモバイルテレコミュ
ニケーションズシステム（Ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　Ｍｏｂｉｌｅ　Ｔｅｌｅｃｏｍｍｕｎｉ
ｃａｔｉｏｎｓ　Ｓｙｓｔｅｍ：ＵＭＴＳ）ロングタームエボリューション（Ｌｏｎｇ　
Ｔｅｒｍ　Ｅｖｏｌｕｔｉｏｎ：ＬＴＥ）プロトコルに対応することができる。この場合
、基地ユニット１０１は、直交周波数分割多重（ＯＦＤＭ）変調方式をダウンリンクに使
用して送信を行なうことができ、そしてユーザ端末１０３，１０４は、単一搬送波周波数
分割多重接続（ＳＣ－ＦＤＭＡ）方式を使用して、アップリンクで送信を行なうことがで
きる。しかしながら、更に一般的には、無線通信システム１００は、幾つかの他のオープ
ン通信プロトコルまたは専用通信プロトコルを実装する、例えば他のプロトコルの中でも
とりわけ、ＷｉＭＡＸを実装することができる。
【００２３】
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　図２では、無線通信ユニットまたは端末２００はコントローラ／プロセッサ２１０を含
むことができ、当該コントローラ／プロセッサ２１０は、システムバス２２０を介して接
続されるメモリ２１２、データベースインターフェース２１４、トランシーバ２１６、及
び入力／出力（Ｉ／Ｏ）デバイスインターフェース２１８に通信可能に接続される。無線
通信ユニット２００は、基地ユニットまたはリモートユニットとして実現することができ
、無線通信システムのプロトコルに対応することができ、当該無線通信システム内で、例
えば３ＧＰＰ　ＬＴＥ　Ｒｅｌ－８、または上に説明した次世代プロトコルのようなプロ
トコルが動作する。図２では、コントローラ／プロセッサ２１０は、いずれのプログラム
プロセッサとしても実装することができる。しかしながら、本明細書に記載される機能は
、汎用コンピュータまたは特殊用途コンピュータ、プログラムマイクロプロセッサまたは
マイクロコントローラ、周辺集積回路素子、特定用途向け集積回路または他の集積回路、
個別素子回路のようなハードウェア／電子論理回路、プログラマブルロジックアレイ、フ
ィールドプログラマブルゲートアレイなどのようなプログラマブルロジックデバイスで実
行することもできる。図２では、メモリ２１２は、ランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）、
キャッシュ、ハードドライブ、リードオンリメモリ（ＲＯＭ）、ファームウェア、または
他のメモリデバイスのような１つ以上の電気メモリ、磁気メモリ、または光メモリを含む
、揮発性データストレージ及び不揮発性データストレージを含むことができる。メモリ２
１２は、特定データに高速にアクセスするためのキャッシュを有することができる。デー
タは、メモリ２１２に、または別のデータベースに保存することができる。データベース
インターフェース２１４をコントローラ／プロセッサ２１０が使用することにより、デー
タベースにアクセスすることができる。トランシーバ２１６は、ユーザ端末群及び基地局
群と、実装される無線通信プロトコルに従って通信する機能を備えることができる。例え
ば、無線通信ユニット２００がユーザ端末１０３として実現される幾つかの実施形態では
、無線通信ユニット２００は、１つ以上の入力デバイスと接続するＩ／Ｏデバイスインタ
ーフェース２１８を含むことができ、これらの入力デバイスは、キーボード、マウス、ペ
ン、または指タッチスクリーンまたは指タッチモニタ、音声認識デバイス、または入力を
受け付けるいずれかの他のデバイスを含むことができる。Ｉ／Ｏデバイスインターフェー
ス２１８は、モニタ、プリンタ、ディスクドライブ、スピーカ、またはデータを出力する
ために設けられるいずれかの他のデバイスのような１つ以上の出力デバイスと接続するこ
ともできる。
【００２４】
　動作状態では、トランシーバ２１６は、無線端末２００宛のデータを伝送する割り当て
リソースエレメントセットの情報を提供するメッセージを受信することができる。トラン
シーバ２１６は、当該割り当てリソースエレメントセット内の特定タイプのリソースエレ
メントに対応する指示を受信することができる。プロセッサ２１０は、無線端末２００の
動作を制御することができる。プロセッサ２１０は、無線端末２００宛のデータを伝送す
るリソースエレメント群を、情報を提供する当該メッセージに基づいて、かつ当該指示に
基づいて復号化することができる。
【００２５】
　図１に戻って参照するに、ネットワーク基地局１０１は、ＵＥ装置１０３，１０５，１
０７へのデータ送信を行なう物理アンテナセット１０８を有することができる。ネットワ
ーク基地局１０１は、１つ以上の他のネットワーク基地局１０２と協調して、データ送信
を行なうことができる。データ送信は、データタイプまたは送信方式に関係なく、データ
を送信する動作とすることができる。データ送信は、１つ以上の有効チャネル経由の１つ
以上のデータストリームを含むことができる。アンテナポートは、ＵＥ装置１０３が観測
することができる実際のチャネル、または有効チャネルに関連付けることができる。１つ
の物理アンテナ１０８は、単一のアンテナポートに直接マッピングすることができ、この
場合、１つのアンテナポートが１つの実際の物理アンテナに対応する。
別の構成として、物理アンテナセットまたは物理アンテナサブセット１０８、或いはアン
テナセット１０８は、複素重み、または巡回遅延、或いはこれらの両方を、各物理アンテ
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ナ１０８で送信される信号に与えた後の１つ以上のアンテナポートにマッピングすること
ができる。物理アンテナセット１０８は、単一の基地局１０１のアンテナ、または複数の
基地局のアンテナを有することができる。これらの重みは、巡回遅延ダイバーシチ（ｃｙ
ｃｌｉｃ　ｄｅｌａｙ　ｄｉｖｅｒｓｉｔｙ：ＣＤＤ）のような仮想アンテナ化技術にお
けるように固定することができる。関連パイロット群は異ならせることができるか、また
は全てのＵＥ装置１０３，１０４，１０５，１０６，１０７に共通とすることができる。
物理アンテナ群１０８に係るアンテナポートを特定するために使用される手順は、基地局
１０１の形態に固有であり、かつＵＥ装置１０３，１０４，１０５，１０６，１０７に対
して透過的である。
【００２６】
　直交周波数分割多重（ＯＦＤＭ）システムでは、帯域幅全体を直交サブキャリア群に分
割することができる。１ＯＦＤＭシンボル期間の１周波数サブキャリアは、リソースエレ
メント（ｒｅｓｏｕｒｃｅ　ｅｌｅｍｅｎｔ：ＲＥ）と表記することができる。１つのＯ
ＦＤＭシンボルセットが１つのサブフレームを構成し、このサブフレーム内で、基地局１
０１が、ＲＥセットを時間領域及び周波数領域のうちの少なくとも１方で各ＵＥに割り当
てて、データ送信を行なうことができる。ＯＦＤＭシステム内のサブフレームの例を図３
に示し、この図では、ＵＥ１０３，１０５，及び１０７にはそれぞれ、当該サブフレーム
内のＲＥセットが割り当てられる。これらの割り当ては、周波数領域で隣接して行なう必
要があるか、または隣接して行なう必要はない。リソースブロック（Ｒｅｓｏｕｒｃｅ　
Ｂｌｏｃｋ：ＲＢ）の定義を行なう必要があるか、または行なわなくてもよく、このリソ
ースブロックは、周波数領域で数ＯＦＤＭシンボル期間に亘る連続（または、不連続でも
よい）サブキャリアセットである。ＲＢが、図３において仮定される基本割り当て単位と
して定義される場合、リソース割り当ては、複数のＲＢで行なうことができる。各ＵＥへ
のＲＥ割り当ては、複数のＲＢを互いに隣接させる必要があるか、または隣接させなくて
もよいように行なうことができることに注目されたい。図３では、ＵＥ１０３への割り当
ては、２個のＲＢ（すなわち、ＲＢ３０６及びＲＢ３１０）が隣接することがないように
行なわれる。
【００２７】
　１つのＵＥは通常、制御メッセージを受信し、この制御メッセージは、当該ＵＥ宛のデ
ータシンボル群を伝送する割り当てＲＥセットの情報を提供する。このような割り当ては
、多数のＲＢとして、これらのＲＢの位置と共に表わすことができる。一般的に、当該割
り当て内で、通常、当該ＵＥに認識される位置を有するパイロット群または参照シンボル
群（ＲＳ）として使用され、かつデータを伝送しないＲＥ群が設定されることを各ＵＥが
認識している。ＲＳをＵＥ群に供給して、これらのＵＥがチャネルを推定して、基地局に
報告を返すように要求されるときに、データ復調を行なう、または或る種類の測定を行な
うようにする。これまでに説明したように、２つのタイプのＲＳ：全てのＵＥが当該セル
において使用するように意図されたセル固有ＲＳまたはＣＲＳ、及び特定のＵＥだけが使
用するように意図された専用（すなわち、ユーザ固有）ＲＳまたはＤＲＳを設定すること
ができる。
【００２８】
　図３に示すフレーム構造の例では、基地局１０１は参照シンボル群を時間領域及び周波
数領域の両方で送信して、ＵＥ１０３，１０５，及び１０７が両方の領域におけるチャネ
ル情報を取得して復調を行なうことができるようにする。ＣＲＳセット３０２をシステム
帯域幅全体に分散させて、ＵＥ１０３，１０５，及び１０７が帯域全体に対するチャネル
を推定することができるようにする。ＣＲＳセット３０２を、時間軸で、またはフレーム
内で分散させて、同じ基地局が担当する全てのＵＥが、チャネルの時間変化を追跡するこ
とができるようにする。ＣＲＳは、ＵＥの数、及びこれらのＵＥへの割り当てに関係なく
送信される。
【００２９】
　図３では、ＤＲＳ３０４を送信して特定のＵＥ１０３が、当該ＵＥによるデータ復調に
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１０１は、ＤＲＳ３０４をユーザ固有割り当てリソース領域群に組み込むことができる。
両方のタイプのＲＳを図３に示しているが、これらのＲＳを同時に設定する必要があるか
、または設定しなくてもよいことを指摘しておく必要がある。例えば、ＤＲＳのみを、ま
たはＣＲＳのみをシステム内で設定してもよい。各ＵＥから見ると、ＤＲＳは、設定する
必要があるか、または設定しなくてもよい。例えば、ＵＥ１０３には、当該ＵＥ１０３に
割り当てられるＲＢ３０６及び３１０内のＤＲＳを割り当てるのに対し、ＵＥ１０５には
、いずれのＤＲＳも割り当てない。
【００３０】
　ＯＦＤＭ送信におけるＣＲＳ及びＤＲＳの機能に関する更なる詳細を以下に提供するが
、この場合、トランスミッタは複数のアンテナを有し、そしてレシーバは少なくとも１つ
の、通常は、１つよりも多くのアンテナを有する。共通参照シンボル群またはセル固有参
照シンボル群（ＣＲＳ）は、これまでに説明したように、基地局１０１からセル内の全て
のＵＥ装置宛に送信することができる。ＣＲＳパターン（すなわち、複数のＲＳ位置、及
びこれらの位置の値）はセル毎に異ならせることができ、従って「セル固有」という用語
で表わすことができ、かつこれらのＣＲＳパターンは、セル内の全てのＵＥが使用するこ
とができ、従って「共通である（ｃｏｍｍｏｎ）」という用語で表わすことができる。１
つのＵＥ装置は通常、当該ＵＥ装置がセルＩＤの情報を取得した後にＣＲＳパターンを学
習する。例えば、３ＧＰＰ　ＬＴＥでは、ＣＲＳは均一間隔を有し、この場合、周波数領
域における始点位置は、セルＩＤに依存するオフセットを有する。３つの可能なオフセッ
ト値が存在し、この場合、当該オフセットはＲＢ内の１番目のＲＥを基準にしている。
【００３１】
　マルチ送信アンテナの場合、ＣＲＳは多くの場合、多数のサブセットに分割することが
でき、各サブセットは、１つの物理アンテナポートまたは１つの「仮想」アンテナポート
に対応し、この場合、仮想化プロセスでは、前に説明したように、放射エレメントグルー
プに、同じ信号を固定した方法で送信させることができる。仮想化プロセスでは、信号は
、基地局１０１の形態に基づいて予め決定しておくことができるが、それ以外の場合は、
全てのＵＥ装置に共通であり、かつ全てのＵＥ装置に対して透過的である。ＬＴＥ仕様の
例では、この場合も同じように、ＣＲＳは、ｅＮＢから通知される数の１個，２個，また
は４個のアンテナポートに対応する１個，２個，または４個のサブセットに分割すること
ができる。実際の物理アンテナ群または放射エレメント群は、仮想化に使用される１つ以
上のこのようなサブセットに属することができる。更に広い意味では、仮想化は、放射エ
レメントセットを共通アンテナポートセットにマッピングする手法であると見なすことが
でき、このような仮想化は全てのＵＥに共通である。
【００３２】
　全てのＵＥ宛のＣＲＳとは異なり、専用参照シンボル（ＤＲＳ）、またはユーザ固有パ
イロット群は、特定のＵＥ宛に送出することができる。通常動作では、ＤＲＳは、ＬＴＥ
に規定されるサブキャリア群またはサブバンド群、或いはＲＢ群のような、ユーザへの割
り当て内に組み込むことができる。ＤＲＳは「プリコード化」参照シンボルに対応させる
ことができ、この場合、プリコード化は、データシンボル群に適用されるプリコード化と
同様の方法で行なうことができる。
【００３３】
　当該「プリコーディング」演算について以下に説明する。基地局は各アンテナ信号に複
素値で重み付けすることにより信号を送信し、この演算は、プリコーディングと表記され
、行列方程式で数学的に表わすことができ：
　Ｙ＝ＨＶｓ＋ｎ
当該方程式は、１つのデータストリームまたはランク－１を送信する場合、次のように表
わすことができ：
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【数１】

当該方程式は、２つのデータストリームまたはランク－２を送信する場合、次のように表
わすことができ：

【数２】

上式では、
【数３】

は、ＵＥの受信アンテナ＃１～＃ＮＲのそれぞれで受信されるデータとすることができる
。ランク－１送信を行なう例では、または１つのデータストリームが“ｓ”で示される送
信を行なう例では、Ｖはプリコードディングベクトルとすることができ、この場合、重み

【数４】

は、基地局の送信アンテナ＃１～＃ＮＴのそれぞれに対応する。ランク－２送信を行なう
実施形態では、または２つのデータストリームｓ１及びｓ２を同じサブキャリアで伝送す
る実施形態では、Ｖはプリコードディング行列とすることができる。行列Ｈは、送信アン
テナ群と受信アンテナ群との間の伝搬チャネル行列とすることができ、この場合、エント
リｈｉｊは、ｊ番目の送信アンテナとｉ番目の受信アンテナとの間のチャネルを表わす。
値ｎは、雑音及び干渉を表わすことができる。プリコーディング重みＶは、ベクトルまた
は行列のいずれであっても、基地局によって通常、ＵＥに特定のチャネルに基づいて決定
することができるか、またはＵＥ固有とすることができ、ＵＥからのフィードバックによ
り指示される優先度を考慮に入れることもできる。更に、行列ＨＶは、ユーザのデータス
トリーム群と当該ユーザのレシーバ群との間の有効チャネルと表記することができる。Ｕ
Ｅが復調を行なうために必要とするのは、伝搬チャネルＨではなく、有効チャネルだけで
ある。プリコーディング重みは、所定のベクトル集合または所定の行列集合から成る所定
のコードブックに限定される必要があるか、または限定されなくてもよい。プリコーディ
ングが限定される実施形態では、プリコーディング行列は、基地ユニットによって、プリ
コーディング行列インデックス（ｐｒｅｃｏｄｅｉｎｇ　ｍａｔｒｉｘ　ｉｎｄｅｘ：Ｐ
ＭＩ）、または所定のコードブック内のプリコーディング行列を指示するインデックスを
用いて効率的に信号伝達することができる。「ｍａｔｒｉｘ（行列）」という用語は、縮
退した特殊な場合のベクトルを含むことができる。最も一般的な意味では、「ｐｒｅｃｏ
ｄｉｎｇ（プリコーディング）」という用語は、データストリームセットをアンテナセッ
トに行列Ｖを使用してマッピングする処理と見なすことができる全ての可能な送信方式を
指すことができる。「ｐｒｅｃｏｄｉｎｇ」という用語は、アンテナ群を重み付けしない
特殊な「プリコーディング」としての「ｏｐｅｎ－ｌｏｏｐ（開ループ）」送信、及び巡
回遅延ダイバーシチ（ＣＤＤ）のような全てのアンテナ仮想化方式を含むことができる。
【００３４】
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　適用されるプリコーディングは、ＵＥからの対応フィードバック、または基地局におけ
るチャネル測定に基づくことができる。簡単なシングルユーザ／シングル基地ユニット方
式では、１つのＤＲＳセットは、有効プリコード化チャネル（すなわち、上記方程式中の
「ＨＶ」）に対応するように定義することができる。２つのストリームがユーザにランク
－２送信で送信される場合、実際の信号送信が、ＮＴを２よりも大きいとすることができ
る基地ユニットにおけるＮＴ本のアンテナの全てから行なわれても、２つのＤＲＳポート
（すなわち、各サブセットが１つのプリコード化アンテナポートに対応する場合の２つの
ＤＲＳサブセット）だけで十分である。
【００３５】
　別の方法では、有効チャネルは、伝搬チャネル情報、及びＵＥに信号伝達されるユーザ
固有プリコーディング行列を伝送するＣＲＳに基づいて構成することもできる。
　理解できることであるが、ＤＲＳとＣＲＳとの差の一つは、ＤＲＳの設定が多くの場合
、特定のＵＥに認識され、そして注目されることである。図４は、どのようにしてＤＲＳ
及びＣＲＳをＲＢに組み込めばよいかを示す１つの実施形態をブロック図で示している。
ＲＥ群をＵＥセットに割り当てる場合に、ＲＢをフレーム内に定義する必要があるか、ま
たは定義しなくてもよいことに留意されたい。図４に示すＲＢ４００は、図３のＲＢ３０
６に対応させることができる。具体的には、図４に示す例示的なＲＢは、ＬＴＥ仕様に規
定されているようなＲＢである。ＬＴＥに規定されるＲＢは、１２個の周波数サブキャリ
アを含み、かつ１個の時間スロットを含み、この場合、２個のスロットが１つの「サブフ
レーム」を構成し、そして各スロットが、７個のＯＦＤＭ時間シンボルにより構成される
。ＲＢ４００内に示すＣＲＳは、幾つかのサブセットに分割することができ、この場合、
各サブセットは異なるアンテナポートに関連付けられる。例えば、ＲＢ４００は、アンテ
ナポート＃０に関連付けられる第１ＣＲＳサブセット４０４、及びアンテナポート＃１に
関連付けられる第２ＣＲＳサブセット４０６をそれぞれ有することができ、この場合、各
サブセットは４個の位置をＲＢ４００内にそれぞれ有する。更に、ＲＢ４００は、アンテ
ナポート＃２に関連付けられる第３ＣＲＳサブセット４０８、及びアンテナポート＃３に
関連付けられる第４ＣＲＳサブセット４１０を有することができる。基地局１０１から送
信される全てのＣＲＳの他に、追加のＤＲＳをＵＥ固有割り当て内で送信することもでき
る。ＲＢ４００は、「プリコード化」アンテナポート＃５に関連付けられるＤＲＳセット
４１２、この例では、６個のＤＲＳ４１２を有することができる。この場合、実際のアン
テナではなく、基地局１０１がプリコーディングを物理アンテナセット１０８に適用した
後にアンテナポート＃５をＵＥ装置１０３で観測される有効チャネルに対応させることが
できる。当該プリコーディングは、ビームフォーミングの形態を採ることができ、この場
合、重みベクトルをアンテナセットに適用して有効チャネルを取得することができる。
【００３６】
　ＤＲＳパターン（すなわち、ＤＲＳ位置及び関連する参照シンボル値）はＵＥに、セル
ＩＤ及びユーザＩＤのような幾つかのパラメータの所定関数として認識される。
　従来の動作では、一旦、ＵＥが複数ＲＳ位置の全てを上述のように認識すると、当該Ｕ
Ｅは、これらのデータ伝送ＲＥを、当該ＵＥへの割り当て内であると認識する。当該ＵＥ
は、これらのデータ伝送ＲＥを復調し、そして当該ＵＥ自体に向けて送出される情報を復
号化する。しかしながら、基地局が更に、割り当てＲＥセット内の特定タイプのＲＥセッ
トを指定して特殊な使用に供する必要が生じる可能性がある。この後の説明における簡便
性のために、特定タイプのＲＥを「特殊ＲＥ（ｓｐｅｃｉａｌ　ＲＥ）」と表記すること
もある。ＲＢ内の特定タイプのＲＥ群の例を図５に示す。図４と比較するに、特殊ＲＥ５
２０，５２１，５２２，及び５２３が示されている。図５に示す特殊ＲＥ群の個数、及び
これらの特殊ＲＥの位置は、例示のための例に過ぎないことに留意されたい。勿論、特殊
ＲＥ群の設定は、図４及び図５に示すＣＲＳまたはＤＲＳ、或いはこれらの両方の設定及
びパターンとは無関係である。特定タイプのＲＥに対応するこのような指示を受信した後
のＵＥは、データ変調及び復号化の過程で、通常のデータ伝送ＲＥとは異なるやり方でこ
れらの特殊ＲＥを処理することができる。
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【００３７】
　特定タイプのこれらのＲＥの使用について説明する前に、当該特定タイプのＲＥに対応
する指示は、基地局から受信される制御メッセージ内の単なるビットフィールドとするこ
とができ、当該制御メッセージは、割り当てＲＥセットの情報を通常動作で提供すること
に注目されたい。このような指示は、特定タイプのいずれかのこのようなＲＥを設定して
いる、またはいずれのこのようなＲＥも設定していないことを示す指示を含むことができ
る。これらの特殊ＲＥを実際に設定する場合、当該指示は、特定タイプの少なくとも１つ
のＲＥの位置だけでなく、場合によっては、特殊ＲＥ群の特性に関する情報を含むことに
より、ＵＥがこれらの特殊ＲＥを処理する方法を認識することができるようにする。
【００３８】
　特殊ＲＥ群の位置情報を伝送する多くの方法がある。１つの例では、当該情報は、所定
の許容パターンセットを指示するインデックスとして伝送される。別の例では、特殊ＲＥ
群の位置情報は、既知の参照パターンとの関係を表わす値により指示される。例えば、当
該参照パターンを周波数領域または時間領域で巡回シフトさせて（すなわち、ずらして）
これらの特殊ＲＥ位置を取得することができる。当該既知の参照パターンは、当該パター
ンを当該ＵＥが認識する限り、いずれのＲＳパターンにも対応させることができる。当該
既知の参照パターンは、当該ＵＥが認識する担当セルまたは隣接セルのセル固有ＲＳパタ
ーンとするか、または当該ＵＥが認識するユーザ固有ＲＳパターンとすることができる。
【００３９】
　図６は、１つの実施形態による方法の動作の概要を表わす例示的なフローチャートであ
る。６１０では、無線端末宛のデータを伝送する割り当てリソースエレメントセットの情
報を提供するメッセージを受信する。６２０では、割り当てリソースエレメントセット内
の特定タイプのＲＥに対応する指示を受信する。６３０では、当該無線端末宛のデータを
伝送するリソースエレメント群を、情報を提供する当該メッセージに基づいて、かつ当該
指示に基づいて復号化する。
【００４０】
　図７は、１つの実施形態による方法の動作の概要を表わす例示的なフローチャートであ
る。７１０では、リソースブロックセットをユーザに割り当て、そして無線端末宛のデー
タを伝送する割り当てリソースエレメントセットの情報を提供するメッセージを当該無線
端末に送信する。７２０では、特定タイプのリソースエレメントセットを、マルチユニッ
トまたは協調マルチポイントのような所望の送信モードに関して決定する。７３０では、
割り当てリソースエレメントセット内の特定タイプのリソースエレメントに対応する指示
を送信する。７４０では、当該指示に基づいてデータ変調シンボル群を当該サブフレーム
内のリソースエレメント群にマッピングすることにより、サブフレームを符号化する。
【００４１】
　特定タイプのＲＥ群を使用する場合について、次の実施形態において説明する。
　１つの実施形態では、特定タイプのＲＥは、当該ＵＥ宛の情報データシンボルを全く含
んでいないＲＥである。従って、当該ＵＥは、これらの特殊ＲＥ群を、データ復調中及び
データ復号中に無視する必要がある。
【００４２】
　このシナリオは、２つ以上のセルが協調送信（すなわち、前に述べたＣｏＭＰ）で同じ
ＵＥを担当する場合に実行される。図８に示すように、単一のＵＥ８０８に対する２つの
基地局８０１，８０２の間の協調送信の例について考察する。両方の基地局８０１，８０
２が協調して、同じデータをＵＥ８０８に送信するが、当該ＵＥ８０８は表面的には、例
えば当該ＵＥを担当するセル基地局８０１が担当する範囲内に存在している。この例では
、基地局８０２は、ＵＥ８０８から見ると、協調（または「支援」）基地局である。この
先端ＣｏＭＰ動作では、基地局８０１，８０２が、ＵＥ８０８宛の同じデータ内容を有す
ることを必要とする。しかしながら、ＵＥ８０８は、実際の送信ポイント群に気付く必要
はないので、当該ＵＥ８０８から見たときに、当該ＵＥ８０８は、基地局８０１からの通
常送信であると見なすだけで済む。前に説明したように、ＤＲＳを使用することにより、
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当該ＤＲＳがデータ伝送ＲＥ群と同じ方法で送信される限り、このような動作を可能にす
ることができる。基地局８０１もこれらのＤＲＳパターンを協調が行なわれないときに使
用する場合に、ＵＥ８０８はＤＲＳパターンを認識する。ＵＥ８０８は当然、特に、協調
を当該ＵＥが認識しないので、協調が行なわれているにも拘わらず、同じＤＲＳパターン
であると見なす。
【００４３】
　それと同時に、協調基地局８０２は多くの場合、ＵＥ群が必要とするときに応じてＣＲ
Ｓも送信する必要があり、これらのＵＥは、基地局８０２を、いずれかの協調送信を行な
う、または協調送信を全く行なわない担当セル群であると見なす。前に述べたように、各
セルに対応するＣＲＳパターンは、セルＩＤに依存して異ならせることができる。図８に
示す例では、基地局８０２に対応するＣＲＳ位置は、周波数領域で、基地局８０１に対応
するＣＲＳ位置からずれているか、またはシフトしている。図８から、ＵＥ８０８に対応
する通常のデータ伝送ＲＥは、協調基地局８０２のＣＲＳ位置に対応させることができる
ことが分かり、これは更に、これらのＲＥで、基地局８０２がＵＥ８０８への送信を、他
のＲＥ群での送信と同じ方法で基地局８０１と協調して行なうことはできないことを意味
する。ＵＥ８０８における性能劣化を回避するために、基地局８０１及び８０２は、デー
タをＲＥセットでのみ、このような競合を伴うことなく送信するように選択することがで
きる。この場合、基地局８０１はＵＥ８０８に、これらの通常のデータ伝送ＲＥ群がこの
時点で、特定タイプのＲＥ群であり、更には、この実施形態では、これらの特殊ＲＥがＵ
Ｅ８０８宛の情報データシンボルを全く含んでいないので、データ復調中及びデータ復号
中に無視される必要があることを指示する必要がある。
【００４４】
　別の実施形態では、特定タイプのリソースエレメントに対応する指示は、参照シンボル
及びデータシンボルを、当該特定タイプの少なくとも１つのリソースエレメントに重畳す
る指示に対応する。これは、上記実施形態の変形と考えることができ、この場合、特殊Ｒ
Ｅ群は、これらのＲＥが、通常のデータ伝送ＲＥ群とは、基地局８０２が、当該基地局に
よるＣＲＳ送信義務により送信に協調することができない点で異なることを除いて、ＵＥ
８０８宛のデータシンボル群も伝送する。従って、ＵＥ８０８は、特殊ＲＥで伝送される
信号を、すなわち当該ＵＥ８０８を担当するセル８０１から送信される情報データシンボ
ル群、及び幾つかの他の基地局（この場合のセル８０２であるが、他の基地局とすること
もできる）からの参照シンボル群を重畳した信号を受信する。これらの特殊ＲＥ群の指示
は、当該ＵＥに警告して、これらのＲＥを、他のデータ伝送ＲＥ群とは異なる方法で処理
することができるようにするために利用される。例えば、当該ＵＥは、有用情報をこれら
の特殊ＲＥから更に抽出する前に重畳参照シンボルによる干渉を抑圧するように選択する
ことができる。
【００４５】
　上記実施形態では、特殊ＲＥ群は、１つよりも多くの基地局から協調送信が行なわれる
ことに起因して導入され、この場合、協調基地局は、担当セルのＣＲＳに対してオフセッ
ト位置に設定することができる当該基地局固有のＣＲＳを送信する義務がある。特殊ＲＥ
の位置は、周波数領域オフセット（すなわち、シフト）値として容易に指示することがで
き、この場合、当該オフセットは、この場合における担当セルのＣＲＳ位置に対応する参
照パターンを基準としている。勿論、協調セル８０２のセルＩＤがＵＥ８０８に認識され
る場合、当該ＵＥは、特殊ＲＥパターンを引き出すこともできる。しかしながら、通常、
シフト値（例えば、ＬＴＥ仕様における０，１，２のシフト値に対応する３個）のみを限
定して用いることができるので、他のセル群のセルＩＤを信号伝達するよりもシフト値を
信号伝達する方が効率が良い。オフセット値は、例えばダウンリンク制御情報（Ｄｏｗｎ
ｌｉｎｋ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ：ＤＣＩ）フォーマットに指定され
る追加フィールドとして伝送され、この追加フィールドは、ＵＥへの動的リソース割り当
ての情報を提供する制御メッセージである。更に、シフトを信号伝達すると、オーバーヘ
ッドが小さいので、特殊ＲＥ群の異なる設定を必要とする異なる送信モード間の切り替え
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を更に動的に行なうことができる。
【００４６】
　特殊ＲＥ群の使用は、上記協調送信を行なう場合に限定されない。別の実施形態では、
特定タイプのリソースエレメントに対応する指示は、異なる無線端末に固有の参照シンボ
ルパターンの指示に対応する。特殊ＲＥ群は、１つの基地局が異なる情報データシンボル
群を１つよりも多くのＵＥに同じＲＥセットで送信するマルチユーザ送信に有用となり得
る。しかしながら、各ＵＥは異なるＲＳを有することができる。従って、１つのＵＥに対
応する参照シンボル群は、別のＵＥに特殊ＲＥ群としてシグナリングすることができる。
【００４７】
　図９および図１０は、マルチユーザ送信を行なう上記実施形態によるリソースブロック
９１０，９２０，及び９３０を例示的に示している。この場合、ＤＲＳを用いる場合、異
なるＤＲＳポートを各ストリーム及び各ＵＥに割り当てることができる。例えば、ランク
－２送信を２つのＵＥの各ＵＥに対して行なって、合計で４つのストリームを送信する場
合、４個のＤＲＳポートを割り当てることができる。これらのＤＲＳポートは、９１０に
おける（１つのストリームをそれぞれ用いる２つのＵＥ）ように、ＦＤＭにより（周波数
分割多重するか、または周波数共有することにより）、９２０における（１つのストリー
ムをそれぞれ用いる２つのＵＥ）ように、ＣＤＭにより（符号分割多重するか、または符
号領域において共有することにより）、または９３０における（２つのストリームをそれ
ぞれ用いる２つのＵＥ）ように、ＦＤＭ及びＣＤＭを組み合わせることにより、割り当て
ることができる。しかしながら、各個々のＵＥは、各場合における当該ＵＥのストリーム
群に対応するＤＲＳポート群を認識する必要がある。他のＵＥに対応するＤＲＳを設定し
た状態では、これらのポートの追加情報は当該ＵＥに有用となり得る。
【００４８】
　１つの実施形態では、９１０において、データシンボル群は、ＤＲＳ　ＲＥ群のいずれ
のＲＥにもマッピングされない。この場合、いずれのＵＥから見たときにも、他のＵＥ（
群）に対応するＤＲＳは、このＵＥ宛のデータ情報シンボル群を含まない特殊ＲＥ群とし
て指示される。この場合も同じように、特殊ＲＥ位置の情報は、当該ＵＥが認識する参照
ＤＲＳ位置に対するシフトまたはオフセットとして伝送することができる。
【００４９】
　上記実施形態の変形では、データも、他のユーザ群に対応するＤＲＳが重畳された特殊
ＲＥ群で送信される。詳細には、９１０に示すＵＥ０に対応するＤＲＳポート０の複数位
置には、ＵＥ１に対応するデータをマッピングすることができる。これによって、ユーザ
群が空間的に分離され、かつ各ユーザのポスト－プリコード化信号電力が他のユーザから
観測したときに小さい場合に、大きな性能劣化をもたらすことはない。これは、例えば基
地ユニット群におけるフィードバック／チャネル状態情報を改善することにより可能にな
り、これにより、これらの基地ユニットは、このように分離され、かつプリコーディング
行列を良好に選択する良好なユーザペアを選択することができる。このような場合、更に
、ＤＲＳ信号群をデータよりも固定倍数だけ昇圧してチャネル推定を向上させることが可
能である。１つのＵＥは、ＭＵ送信を行なっている他のＵＥ群のＲＳポートの位置情報（
特殊ＲＥ群としてシグナリングされる）を利用して、当該ＵＥにおける干渉計算に修正を
加えて復号化を行なう。更に詳細には、他のユーザのＤＲＳを、昇圧倍数を乗じた当該ユ
ーザのデータに重畳した情報を使用して、これらの位置における干渉／雑音分散推定を修
正することができる。他のユーザのパイロットシーケンス（普通、セルＩＤ（ＣｅｌｌＩ
Ｄ）及びユーザ識別子に依存する）の情報が付加されたこれらの特殊ＲＥ位置の他に、１
つのＵＥは、別のＵＥのチャネルを推定して、干渉除去を行なうことができる。
【００５０】
　１つの実施形態では、特定タイプのＲＥ群は、１つ以上のセルからの信号送信がＲＥ群
を使用して行なわれることが全くないような当該ＲＥ群である。このような特殊ＲＥを設
定すると、当該ＵＥは、干渉特性を「察知する（ｓｎｉｆｆ）」ことができる。
【００５１】
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　特定タイプのＲＥ群を指示するコンセプトは、当該ＵＥが特殊ＲＥ群を認識するように
する必要がある場合の多くの他のシナリオに広く適用することができる。例えば、当該コ
ンセプトを使用して更に別のＲＳを挿入することができる。特殊ＲＥ群を少なくとも無視
する機能を有するＵＥは、特殊ＲＥ群が特殊目的のために分割される（carved out）必要
がある場合に規格が将来拡張されることに起因して起こり得るどのような影響も軽減する
ことができる。
【００５２】
　１つの例では、最大４つのアンテナに対応するＣＲＳは、Ｒｅｌｅａｓｅ－８のＬＴＥ
仕様に規定される。４つよりも多くのアンテナが、将来版のＬＴＥ仕様においてサポート
される場合には、各アンテナに対応する幾つかのタイプのＲＳには、ＵＥがチャネル群の
全空間特性を測定することができるようにすることが要求される。従って、これらのＲＳ
は、ＣＳＩ－ＲＳ（チャネル状態情報に含まれているような）、またはＣＱＩ－ＲＳ（Ｃ
ｈａｎｎｅｌ　Ｑｕａｌｉｔｙ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ：チャネル品質情報）、または
ＬＣＲＳ（Ｌｏｗ　Ｄｅｎｓｉｔｙ　ＣＲＳ：低密度のＣＲＳ）と表記することができる
。これらの測定を行なう場合、復調とは異なり、ＲＳを、より少ない回数で送信すること
ができる。しかしながら、異なるアンテナ群または追加アンテナ群に対応する新規のＣＳ
Ｉ－ＲＳの挿入を、幾つかの通常のデータ伝送ＲＥを特殊ＲＥ群に変換することにより実
行することができる場合、これらのＲＥを信号伝達して、ＵＥによる復調に対するいかな
る性能上の影響も回避することが、より好ましい。
【００５３】
　将来版の仕様（ＬＴＥ－Ａ／Ｒｅｌｅａｓｅ　１０）では、ＣＲＳポート群を、必ずど
のＲＢにも割り当てなければならないという訳ではない。更に、専用ＬＴＥ－Ａサブフレ
ーム群は、Ｒｅｌｅａｓｅ－８　ＵＥ群をサポートするシステム群において割り当てるこ
ともでき、これらのシステムはＣＲＳをサポートする必要はない。このような場合におい
ては、最大８個のＤＲＳポートを定義して、８個という非常に多くのデータストリームを
８つの送信アンテナでサポートすることができる。これらのデータストリームは全て、シ
ングルユーザまたはマルチユーザに向けて送出される。ユーザ数、ユーザ当たりのストリ
ーム数、及びＦＤＭ／ＣＤＭの数の異なる割り当てにより可能になる異なるパターンを、
特定タイプのＲＥ群の位置、例えばデータ消失または増加干渉の位置を表わす、または干
渉チャネルを推定するための位置を表わす有用パターンセットに効率的にマッピングする
ことができ、この干渉チャネルに所定のマッピングによりインデックスを付け、そしてこ
の干渉チャネルを、ビットパターンとしてダウンリンク制御シグナリングで通知すること
ができる。



(17) JP 5599452 B2 2014.10.1

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】 【図５】

【図６】



(18) JP 5599452 B2 2014.10.1

【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】



(19) JP 5599452 B2 2014.10.1

10

20

フロントページの続き

(51)Int.Cl.                             ＦＩ                                                        
   Ｈ０４Ｗ  16/28     (2009.01)           Ｈ０４Ｗ  16/28    １３０　          　　　　　
   Ｈ０４Ｊ  11/00     (2006.01)           Ｈ０４Ｊ  11/00    　　　　          　　　　　
   Ｈ０４Ｊ  99/00     (2009.01)           Ｈ０４Ｊ  15/00    　　　　          　　　　　

(72)発明者  ブラウン、タイラー
            アメリカ合衆国　６００６０　イリノイ州　マンデライン　パトリック　ドライブ　１３０４
(72)発明者  ジュアン、シャンヤン
            アメリカ合衆国　６００４７　イリノイ州　レイク　チューリッヒ　ルイーズ　コート　１３８０

    審査官  倉本　敦史

(56)参考文献  国際公開第２００８／１１５５８８（ＷＯ，Ａ２）　　
              国際公開第２００８／１０３３１７（ＷＯ，Ａ２）　　
              Multi-user MIMO enhancement in LTE-A，3GPP TSG RAN WG1 #56bis R1-091247，２００９年　
              ３月２３日，pp.1-3
              RS Structure in Support of Higher-order MIMO，3GPP TSG-RAN WG1 #56bis R1-091450，２０
              ０９年　３月２３日，pp.1-10
              DL Beamforming Enhancement for LTE Rel-9，3GPP TSG RAN WG1 #56bis R1-091338，２００９
              年　３月２３日，pp.1-5

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ｈ０４Ｗ　　４／００－９９／００
              Ｈ０４Ｂ　　７／０２－　７／１２
              Ｈ０４Ｊ　１１／００　　　　
              Ｈ０４Ｊ　９９／００　　　　


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

